
（報告様式 例） 

仙台圏域の観光の現状・課題・方向性及び取組について【視点３】 

 

①圏域の観光の現状 

視点３（１） 

○令和３年に東北デスティネーションキャンペーン（東北ＤＣ）が開催される。 

視点３（２） 

○家族，子供連れのお客様はまだ不安があるため，宿泊客はビジネス層に集中すると思われる。 

○内陸の山間地域～沿岸部と，多様な自然に恵まれている。 

②圏域の観光の課題 

視点３（１） 

○東北ＤＣを活かす取組が求められる。 

視点３（２） 

○ビジネス需要への対応として，ネット環境整備が必須になってくる。 

○密な環境を避けるという新たな需要に対応した観光を推進する必要がある。 

③回復戦略や成長戦略などの方向性・具体的な取組等 

視点３（１） 

○東北ＤＣを見据えた，観光資源の掘り起こしと磨き上げを行う。 

○プレＤＣ企画をぶつけながら，日本中から注目を浴び，マスコミに取り上げてもらえるような 

 情報発信を行う。 

視点３（２） 

○ＳＮＳ，Ｗｉ－Ｆｉ，５Ｇなどのネット環境を整備する。 

○豊富なアウトドアコンテンツを活用したアクティブツーリズムを促進する。 

④委員からの主な意見 

（今回の会議でいただいた意見を記載します） 
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